
　
　
　
▽
お
ぢ
や
環
境
フ
ェ
ア
2
0
1
2

8
日
　
▽
第
35
回
小
千
谷
ト
リ
ム
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

13
日
　
▽
楽
集
館
企
画
展
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
日
本
画

　
　
　
　
家
小
品
」
展
（
～
11
月
4
日
）

19
日
　
▽
わ
ん
パ
ー
ク
開
設
10
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

21
日
　
▽
新
潟
県
知
事
選
挙
投
票
日

23
日
　
▽
新
潟
県
中
越
大
震
災
8
周
年
「
10
・
23
の
つ
ど
い
」

　
　
　
▽
お
ぢ
や
10
・
23
の
つ
ど
い

27
日
　
▽
岩
沢
小
学
校
閉
校
記
念
式
典
・
学
習
発
表
会

　
　
　
▽
第
51
回
新
潟
県
錦
鯉
品
評
会
（
～
28
日
）

28
日
　
▽
第
53
回
市
民
芸
能
ま
つ
り
（
第
1
日
）

30
日
　
▽
新
潟
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始
❿

11
月

1
日
　
▽
第
32
回
小
千
谷
市
展
・
菊
花
盆
栽
展
（
～
3
日
）

10
日
　
▽
「
S
L
信
濃
川
ロ
マ
ン
」
号
運
行
（
～
11
日
）

　
　
　
▽
岩
沢
駅
前
人
情
フ
ェ
ス
タ
（
～
11
日
）

11
日
　
▽
第
52
回
小
千
谷
・
川
口
駅
伝
競
走
大
会

　
　
　
▽
真
人
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

　
　
　
▽
第
53
回
市
民
芸
能
ま
つ
り
（
第
2
日
）

15
日
　
▽
秋
の
火
災
予
防
運
動
「
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
　
　
▽
小
千
谷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立
50
周
年
大
会

17
日
　
▽
塩
殿
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

　
　
　
▽
第
31
回
市
民
音
楽
祭
（
～
18
日
）

　
　
　
▽
市
民
文
芸
の
つ
ど
い

18
日
　
▽
東
山
小
学
校
創
立
10
周
年
記
念
式
典

　
　
　
▽
山
崎
大
地
さ
ん
を
講
師
に
、
男
女
共
同
参
画
講
演

　
　
　
　
会
「
宇
宙
主
夫
。
妻
と
娘
と
夢
を
追
い
か
け
て
」

24
日
　
▽
川
井
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

　
　
　
▽
中
川
ひ
ろ
た
か
　
歌
と
絵
本
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

　
　
　
　
サ
ー
ト

28
日
　
▽
長
岡
技
術
科
学
大
学
と
小
千
谷
市
と
の
包
括
的
連

　
　
　
　
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

29
日
　
▽
除
雪
隊
結
成
式

10
日
　
▽
楽
集
館
企
画
展「
小
千
谷
に
伝
わ
る
浮
世
絵
展
5
」

　
　
　
　（
～
9
月
17
日
）

12
日
　
▽
魚
沼
神
社
宝
物
一
般
公
開

17
日
　
▽
全
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
、
陸
上
競
技
1
人
、

　
　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
1
ペ
ア
、
水
泳
１
団
体
が
出
場

　
　
　
　（
～
23
日
）

19
日
　
▽
第
30
回
小
千
谷
ジ
ュ
ニ
ア
親
善
陸
上
競
技
大
会

24
日
　
▽
お
ぢ
や
ま
つ
り
（
～
26
日
）

25
日
　
▽
お
ぢ
や
☆
う
き
☆
う
き
☆
し
ゃ
っ
こ
い
ま
つ
り
❻

26
日
　
▽
東
京
「
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
」
に
公
募
の
市
民
が

　
　
　
　
小
千
谷
連
と
し
て
参
加

9
月

1
日
　
▽
市
役
所
内
に
病
院
統
合
支
援
室
を
設
置

4
日
　
▽
原
爆
記
録
パ
ネ
ル
展
（
～
18
日
）

9
日
　
▽
片
貝
ま
つ
り
花
火
大
会
（
～
10
日
）
❼

　
　
　
▽
金
哲
彦
さ
ん
を
講
師
に
、
講
演
会
「
ロ
ン
ド
ン
オ 

　
　
　
　
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
代
表
選
手
」

13
日
　
▽
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
リ
ー
パ
ー
さ
ん
を
講
師
に
、
非

　
　
　
　
核
平
和
都
市
宣
言
20
周
年
記
念
講
演
会

11
日
　
▽
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
祭

　
　
　
▽
第
17
回
新
潟
県
女
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー

　
　
　
　
大
会
・
第
12
回
新
潟
県
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

　
　
　
　
リ
ー
大
会

29
日
　
▽
明
る
い
東
小
千
谷
の
集
い
（
～
30
日
）

30
日
　
▽
市
総
合
防
災
訓
練
❽

10
月

6
日
　
▽
舞
の
海
秀
平
さ
ん
を
講
師
に
、
健
康
福
祉
ま
つ
り

　
　
　
　
講
演
会
「
小
よ
く
大
を
制
す
」
❾

　
　
　
▽
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
展

7
日
　
▽
第
31
回
お
ぢ
や
健
康
福
祉
ま
つ
り

1
月

8
日
　
▽
消
防
出
初
式

26
日
　
▽
魚
沼
神
社
で
文
化
財
防
災
訓
練

31
日
　
▽
小
千
谷
市
豪
雪
災
害
対
策
本
部
設
置

2
月

1
日
　
▽
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
全
中
ス
キ
ー
大
会
に
2
人

　
　
　
　
の
中
学
生
が
出
場
（
～
4
日
）

5
日
　
▽
自
治
体
ス
ク
ラ
ム
支
援
会
議

11
日
　
▽
ほ
ん
や
ら
洞
祭
り

12
日
　
▽
第
58
回
市
民
ス
キ
ー
大
会

25
日
　
▽
第
36
回
お
ぢ
や
風
船
一
揆
（
～
26
日
）
❶

　
　
　
▽
楽
集
館
企
画
展「
小
千
谷
に
伝
わ
る
浮
世
絵
展
4
」

　
　
　
　（
～
4
月
8
日
）

26
日
　
▽
絵
紙
で
彩
る
小
千
谷
の
ひ
い
な
祭
り（
～
3
月
4
日
）

3
月

4
日
　
▽
第
21
回
小
千
谷
ジ
ャ
ン
プ
大
会

　
　
　
▽
東
小
千
谷
地
区
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

8
日
　
▽
角
突
き
牛
「
牛
太
郎
」
卒
業
セ
レ
モ
ニ
ー
❷

10
日
　
▽
市
制
施
行
記
念
日
　
14
人
の
方
々
を
表
彰

21
日
　
▽
五
木
寛
之
さ
ん
を
講
師
に
、
文
化
講
演
会
「
い
ま

　
　
　
　
を
生
き
る
力
」

28
日
　
▽
長
岡
技
術
科
学
大
学
と
「
原
子
力
安
全
対
策
支
援

　
　
　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」
締
結
❸

31
日
　
▽
映
画
「
わ
が
母
の
記
」
先
行
上
映
と
原
田
眞
人
監

　
　
　
　
督
の
講
演
会

4
月

18
日
　
▽
市
民
と
市
長
の
懇
談
会
が
真
人
北
部
地
区
か
ら
ス

　
　
　
　
タ
ー
ト
（
全
9
会
場
で
開
催
）

27
日
　
▽
町
内
会
長
（
行
政
事
務
嘱
託
員
）
会
議

28
日
　
▽
お
ぢ
や
桜
ま
つ
り

　
　
　
▽
楽
集
館
企
画
展
「
画
家
　
吉
澤
廉
三
郎
の
多
彩
な

　
　
　
　
世
界
」
展
（
～
5
月
27
日
）

29
日
　
▽
第
24
回
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク

5
月

3
日
　
▽
成
人
式

　
　
　
▽
牛
の
角
突
き
開
幕
、
二
代
目「
牛
太
郎
」お
披
露
目

5
日
　
▽
船
岡
公
園
ま
つ
り

13
日
　
▽
第
57
回
市
制
施
行
駅
伝
競
走
大
会

18
日
　
▽
小
千
谷
市
消
費
者
協
会
設
立
30
周
年
記
念
式
典

21
日
　
▽
市
内
で
部
分
日
食
を
観
測
❹

6
月

4
日
　
▽
第
58
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
▽
第
25
回
東
小
千
谷
健
康
ウ
ォ
ー
ク

8
日
　
▽
市
議
会
定
例
会
初
日
　
市
長
以
下
の
幹
部
職
員
が

　
　
　
　
小
千
谷
縮
シ
ャ
ツ
で
出
席
、
小
千
谷
縮
を
Ｐ
Ｒ
❺

9
日
　
▽
西
脇
順
三
郎
記
念
講
演
会

12
日
　
▽
新
潟
県
消
防
防
災
航
空
隊
合
同
訓
練

7
月

7
日
　
▽
楽
集
館
企
画
展
「
粛し

ゅ
く
さ
ん
ぽ
う

粲
宝
」
展
（
～
８
月
5
日
）

13
日
　
▽
二
荒
さ
ま
の
お
ま
つ
り
（
～
15
日
）

22
日
　
▽
認
知
症
の
予
防
と
介
護
市
民
講
座

8
月

2
日
　
▽
島
根
県
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

　
　
　
　
手
権
大
会
に
、
１
ペ
ア
が
出
場

4
日
　
▽
非
核
平
和
推
進
事
業
で
中
学
生
代
表
5
人
を
広
島

　
　
　
　
市
に
研
修
派
遣
（
～
6
日
）

10
日
　
▽
「
放
射
線
と
原
子
力
を
学
ぶ
市
民
講
座
」
が
始
ま

　
　
　
　
る
（
３
回
開
催
）

お
ぢ
や
2
0
1
2

こ
の
一
年
の
で
き
ご
と

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き

豪
雪
に
始
ま
り
、
夏
に
は
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
5
月
に
は
市
内
全
域
で
部
分
日
食
が
観
測
さ
れ
、
11
月

に
は
市
内
を
Ｓ
Ｌ
が
走
る
な
ど
、
普
段
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
小
千
谷
市

の
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

❺ ❷❸❹ ❶

❼❽❾❿ ❻

この一年のできごと
報道資料1



報道資料２ 
 

平成 24 年 12 月 26 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

                            

第 59 回文化財防火デーに伴う消防訓練を行います 

 

 

毎年 1月 26 日は文化財防火デーです。 

文化財防火デーの制定は、昭和 24 年 1月 26 日に、現存する世界最古の木造建造物で

ある法隆寺（奈良県斑鳩町）の金堂が炎上し、壁画が焼損したことに基づいています。 

小千谷市では毎年文化財防火デーにあわせて消防訓練を行っていますが、今年は平成

2 丁目の慈眼寺で訓練を行います。慈眼寺境内にある小千谷幼稚園の避難訓練も兼ねま

すので、平日の 1月 23 日（水）に実施します。 

 慈眼寺は、市内でも歴史のある寺院であり、戊辰戦争における西軍（薩摩、長州）と

長岡藩家老河井継之助との間で行われたいわゆる小千谷談判の舞台となりました。その

会見の間は小千谷市の指定文化財（史跡）になっています。 

 

 

 ■期日     平成 25 年 1 月 23 日（水）午前 10 時 30 分～11 時 15 分 

          ※10 時 30 分に火災発生の想定で実施します。 

 ■会場     慈眼寺境内【小千谷市平成 2-3-35】 

           

 ■参加団体   慈眼寺、小千谷幼稚園、平成町内会、平成町自主防災会、小千谷市

消防団第 2分団第 1 部、小千谷市消防本部、生涯学習スポーツ課 

 ■内容     消防本部、消防団、自主防災会による消火訓練、放水、避難訓練 

         小千谷幼稚園の避難訓練を同時に行います。 

 

参考資料 

 ○慈眼寺会見の間 1868 年（慶応 4）5月 2日、戊辰戦争の最中、越後に侵攻してき

た西軍（新政府軍）（主に薩摩や長州）が本陣を置いていた慈眼寺に、長岡藩家老の河

井継之助が訪れ、講和についての嘆願を行ったものです。この談判は決裂し、北越戊辰

戦争と呼ばれた新潟県内での戦乱が始まりました。 

 

本件に関するお問合せ先／小千谷市生涯学習スポーツ課生涯学習係 担当／安達・吉田

TEL：0258-83-0077  FAX:0258-83-0078 E-mail：syougai@city.ojiya.niigata.jp 
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